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芳井・美星地区では、路線バスの時刻に合わせて予約型乗合タクシーや循環バス等を運行

しています。今号では、予約型乗合タクシーや路線バスを乗り継いで、平日の午前中に井原

市中心部まで往復する方法を紹介します。 
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クルマは、ずっと座って移動できるのでとて

も楽ですが、クルマにばかり頼っていると運動

不足になってしまいがちです。 

通勤手段と肥満の割合を比べると、クルマで

通勤する人の肥満の割合は、他の手段と比べ

1.4～1.5倍も高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：（公財）交通エコロジー・モビリティ財団発行 
「モビリティ・マネジメント教育のすすめ」 

国内の温室効果ガスの排出量の約 2割が、自

動車などの運輸部門によるものです。 

 バスや鉄道は、一度にたくさんの人を運ぶこ

とができるので、クルマのかわりにバスや鉄道

でお出かけすれば、二酸化炭素をあまり出さず

に移動できます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
出典：国土交通省 Webサイト 

「運輸部門における二酸化炭素排出量」 
http://www.mlit.go.jp/sogoseisaku/environment/ 
sosei_environment_tk_000007.html 

自分が運転しなくてもよいバスや鉄道と比べて、

クルマには交通事故の危険が伴います。 

岡山県内の交通事故（人身事故）の発生件数は

減少傾向にあるものの、高齢者が関係した事故の

占める割合が、年々上昇傾向にあります。 

 

 
 
 

出典：岡山県警察本部「交通年鑑〈H27年資料版〉」 

クルマはとても便利で快適な乗り物ですが、環境や健康、交通事故など、
「クルマばかりの生活」には困ったことも少なくありません。 
クルマの使い方を見直して、時にはバスや鉄道に乗ってお出かけしてみま

せんか？ 
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